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三重県の中央に位置する津市は、

2006年1月に新たな歴史を歩み始め

た。旧津市と周辺9市町村（久居市、河

芸町、芸濃町、美里村、安濃町、香良

洲町、一志町、白山町、美杉村）との合

併によって県下最大面積を誇る地方自

治体に生まれ変わった。29万人の市民

が暮らす地方中核都市として、魅力ある

街づくりを進めている。

その合併をにらみ、旧津市では2004

年に住民情報系システムを刷新した。住

民情報系システムは、住基系システム（住

民記録システムなど）、税系システム（法

人市民税システムなど）、福祉系システム

（福祉総合システムなど）から構成され

る。行政サービスの礎ともいえる基幹シ

ステムである。

システム刷新の経緯について、津市役

所総務部IT担当理事である鈴木悦夫

氏は「合併により自治体の規模が大きく

なると、さまざまな行政サービスの提供

にスケールメリットを生かせるようになる。

その一方で、一気に増加した住民に不

便を感じさせないことが大切だ」と語る。

システム刷新にあたっては、メインフレー

ムから脱却し、IA系のPCサーバ採用

によって投資の合理化も図った。約30

万人規模の地方自治体が基幹システム

にPCサーバを採用するのは極めてまれ

だが、鈴木氏は「津市の調達活動は

Economy（経済性）、

E f f e c t（効果）、

Efficiency（効率）と

いう3つのEを重視

している。IT調達も

例外ではなく、行政

サービスの質を維持・向上させていくには

従来と違う方法を採り入れる必要があっ

た」と強調する。

64ビットCPUの処理能力で

システムのボトルネックを解消

新住民情報系システムの核となるデー

タベース・サーバは当初、32ビットCPU

を8個搭載したPCサーバ2台のクラ

スタ構成にして可用性を確保してい

た。住民データを格納するストレージ

には、データの二重化機構を備えた

「ETERNUS3000 Model300」を適用。

フロントには15台のWeb/アプリケー

ション・サーバを配置し、市役所や出

張所などの行政窓口にある端末と接

続。Webベースのインターフェースで

10市町村の合併によって2006年に生まれ変わった三重県津市。住民情報の管理や納税事務などの行政サービスを

担う基幹システムをこれまではPCサーバで運用していた。その中核であるデータベース・サーバの安定性を強化す

るため、地方自治体として初めて基幹IAサーバ「PRIMEQUEST」を導入した。サーバのスケールアップにより、行

政サービスのスピードアップとともにIT調達の合理化を推し進める。

住民情報のDBサーバを64ビット化
システムの安定運用とサービス向上
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各種行政サービスを提供している。

合併によって津市の人口は16万人か

ら29万人に倍増したが、システムは支障

なく行政サービスを支え続けた。しかし

運用面で1つの課題が浮上した。津市

役所総務部情報企画課課長の川原田

豊治氏は、「合併によって行政窓口の端

末が450台を超える規模になり、データ

ベース・サーバの負荷が当初の予測を

大幅に上回った。端末からのリクエスト

が集中すると、レスポンスが悪化してお

客様を待たせてしまうケースが見受けら

れた」と振り返る。

津市は今後の安定運用のためには、

早急に何らかの対策が必要と判断。シ

ステムの構築・保守を担当していた三重

電子計算センター（代表取締役社長：

小柴眞治）とさまざまな改善策について

検討した。鈴木氏は「サーバの過負荷

状態を解消し、サービス・レベルを旧津

市と同じ水準に戻すことを第一に考え

た。結局、問題が起きていたデータベー

ス・サーバのみをスケールアップするの

が合理的と判断した」と語る。

そこで採用されたのがPRIMEQUEST

である。一番の決め手は、その圧倒的

なパワーにあった。「32ビットCPUで

はデータ処理の量と速度に限界があっ

た。64ビットCPUによってメモリ空間が

格段に広がり、大規模な一括処理も短

時間でこなせる。システムが抱えていた

ボトルネックを取り払うのにうってつけ

だった」（川原田氏）。従来、スケールアッ

プが困難とされてきたPCサーバである

が、2006年には同じIA系の基幹サーバ

PRIMEQUESTという選択肢が存在し

ていたことが課題解決に味方した。

サーバ更改は3カ月で完了

従来比4倍の処理能力を実現

2006年4月の導入決定から稼働まで

に費やした期間はわずか3カ月。地方自

治体としてPRIMEQUESTを導入した

初めてのケースとなった。

短期間で更改できた要因は、従来の

データベース・サーバと同じ環境を、

PRIMEQUEST上に容易に移行できた

ことにある。アプリケーションの変更はほ

とんどなく、サーバ更改時におけるシステ

ム停止時間も必要最小限に抑えられた。

導入にあたっては、東京・浜松町にあ

る富士通のシステム検証施設「Platform

Solution Center（PSC）」で、津市のシ

ステム運用環境を再現して性能検証を実

施。その結果を踏まえ、目標のパフォー

マンスを達成する構成として、16個の

Itanium 2プロセッサと32GBメモリを搭

載したPRIMEQUEST440を選択した。

川原田氏は「更改前のデータベース・

サーバは、CPUの平均使用率が40～

50%ほどに達していたが、現在ではおお

むね10%を下回り、処理も速くなった。

端末からのリクエストが集中しても、パ

フォーマンス面の不安はなくなり、サービ

ス・レベルも旧津市の水準に戻すことが

できた」と話す。

可用性の向上も見逃せない改善点

だ。主要なハードウェア・パーツを

二重化し、完全同期動作させる

PRIMEQUEST独自の高可用技術「シ

ステムミラー機構」により、クラスタ構成

に劣らない信頼性を確保でき、管理コ

ストも軽減された。

鈴木氏は「地方自治体の財政事情は

厳しさを増しているが、行政サービスの

向上にも努めていかなければならない。

今回のPRIMEQUEST導入によって、

基幹システムを強化し、リソースに余裕

を持つことができた。その余裕を生かし

て行政サービスを一層充実させていく

とともに、他のレガシー・システム刷新に

向けたノウハウを蓄積し、IT調達のさ

らなる合理化を推し進めていきたい」と

語った。
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■津市役所の新システム構成　
アプリケーションは変更せずに、データベース・サーバを PRIMERGY RX800 2台のクラスタ構成から
PRIMEQUEST440 1台に、データベース管理ソフトウェア（SQL Server）を32ビット版から64ビット版に置き換えた
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